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ol日 経朝刊一面記事を毎朝配信
numL〔と

守

仕事や就活 に効 くサプ リメント、は じめ ま した。
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気になるニュースを

毎朝メールで配信 !
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。
モ
ー
ル
」
に
出
店
し
、

一
同
４
月
に
は
シ

ュ
ー
ク
リ
ー

ム
の

「
ビ
ア
ー
ド
パ
パ
」
も

進
出
を
果
た
し
て
い
る
。
日

本
特
有
の
、
き
め
細
か
く
丁

寧
な
技
術
と
「
お
も
て
な
し
」

一
の
接
客
ぶ
り
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。

６
月
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

「
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
」
が
１５
年
夏
を
め
ど
に

ド
バ
イ

ヘ
進
出
す
る
こ
と
が

発

表

さ

れ

た
。
ド
バ
イ

醐
鵡

韓
帥
都
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０ ３

呻

一
一
沖
］
”
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高

手

る
。

わ
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‐３
年
の
ド

昭

勇

攀
Ｍ
つ

。 成
帷

％

（前
の
年

比
０

。
５
静

ゼ
ば
さ
ら
に
ク
ル

る
好
循

環
も
生

リ
ピ
ン
貿
易
産
業

厘
コ
ス
ト
を
穴
埋

切
金
を
出
し
産
業

る
工
程
表
を
昨
年

と
し
て
い
た
。
だ

な
ど
と
の
調
整
に

、大
幅
に
遅
れ
る
。

動
車
は
生
産
増
強

フ
ォ
ー
ド

・
モ
ー

一成
車

工
場
を
買

増
）
と
発
表
さ
れ
た
。
ド
バ

イ
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び
は

さ
ら
に
顕
著
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン

。
ホ
テ
ル
部
門
で
１３
％
と

３
年
連
続
で
２
桁
成
長
を
遂

げ
た
。

社
会

・
個
人
サ
ー
ビ
ス
部

門
は
６
・８
％
、
運
輸

。
倉
庫

。通
信
部
門
も
５
・
６
％
と
高

成
長
を
記
録
し
た
。
ド
バ
イ

は
２０
年
に
万
国
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お

り
、
不
動
産
開
発
や
イ
ン
フ

ラ
建
設
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
は

じ
め
経
済
活
動
が

一
段
と
活

発
化
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

経
済
成
長
に
つ
れ
、
消
費

者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
も

上
昇
し
て
い
る
。
１２
年
ま
で

デ
フ
レ
を
記
録
し
て
い
た
ド

バ
イ
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
１３
年
、
前

の
年
比
１

・
３
％
上
昇
を
記

録
し
た
。

全
体
の
４
割
強
の
支
出
を

占
め
る

「
住
宅

。
水

。
電
力

・
ガ
ス
そ
の
他
燃
料
」
が
上

昇
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

だ
。
不
動
産
業
界
は
も

っ
と

急
激
だ
。
米
系
不
動
産
大
手

ジ

ョ
ー
ン
ズ

。
ラ
ン
グ

。
ラ

サ
ー
ル
に
よ
る
と
、
賃
貸
ア

パ
ー
ト
の
上
昇
率
は
前
の
年

比
２６
％
を
示
し
た
。
高
級
住

宅
地
で
な
く
、
平
均
的
な
住

宅
地
が
上
昇
率
を
押
し
上
げ

て
い
る
。

販
売
ア
パ
ー
ト
で
は
３８
％

の
上
昇
率
を
示
し
て
い
る
。

国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

は
今
年
以
降
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
２

・
５
％
～
３

・
５
％
の
上
昇

を
予
測
し
て
い
る
。

万
博
開
催
に
向
け
住
宅
バ

ブ
ル
再
燃
を
思
わ
せ
る
現
象

が
現
れ
て
い
る
が
、
食
品
の

売
れ
行
き
な
ど
は
底
堅
い
。

日
本
の
店
舗
展
開
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
国
は
、
日
本
の
中

小
企
業
が
受
け
入
れ
ら
れ
る

国
で
も
あ
る
。

「おもてなし」で注目高く

収
、
１５
年
か
ら
稼
働
す
る
計

画
だ
。
政
府
の
支
援
策
が
出

れ
ば
現
地
生
産
に
拍
車
も
掛

か
る
。
自
動
車
関
連
の
団
体

は
支
援
策
の
早
期
策
定
を
政

府
に
働
き
か
け
て
い
る
。

配
車
サ
ー
ビ

ス

２

社

を

買

収

独
ダ
イ
ム
ラ
ー

【ベ
ル
リ
ン
＝
加
藤
貴
行
】

独
ダ
イ
ム
ラ
ー
は
３
日
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ハ
イ
ヤ
ー

配
車
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
手
が

け
る
独
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト

・
ア
ッ
プ
ス
と
米
ラ
イ
ド

・

ス
カ
ウ
ト
の
２
社
を
買
収
し

た
と
発
表
し
た
。
ダ
イ
ム
ラ

ー
は
近
年
、
次
代
の
都
市
肉

の
移
動
手
段
を
新
た
な
収
益

源
に
位
置
づ
け
積
極
投
資
し

て
い
る
。
米
ウ
ー
バ
ー
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
事
業
拡
大
で

制 にジレンマ独、規

話
題
を
呼
ぶ
配
車
サ
ー
ビ
ス

分
野
に
も
進
出
す
る
。

ダ
イ
ム
ラ
ー
の
カ
ー
シ

ェ

ア
リ
ン
グ
事
業

「
カ
１
２
ゴ

ー
」
を
手
が
け
る
子
会
社
、

ム
ー
ヴ

ェ
ル
を
通
じ
て
創
業

者

ら
か
ら
全
株
を
取
得
し

た
。
取
得
額
は
非
公
表
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
欧
州
、
北
米
で
の

配
車
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
、
カ

ー
シ

ェ
ア
顧
客
と
の
相
互
融

通
な
ど
を
検
討
す
る
。

い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
低
賃

働
者
を
虐
げ
る
会
社
を

は
い
け
な
い
」
。
ベ
ル

欧
州
最
大
の
家
電
見
本

Ｆ
Ａ
」
の
プ
レ
ス
イ
ベ

始
ま

っ
た
３
日
、
ド
イ

タ
ク
シ
ー
運
転
手
か
ら

言
葉
が
返

っ
て
き
た
「

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
地

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス

を
使

っ
た
配
車
サ
ー
ビ

供
す
る
米
ウ
ー
バ
ー
テ

ジ
ー
ズ
に
対
し
、
割
安

の
ド
イ
ツ
国
内
で
の
営

今止
す
る
判
決
を
出
し

ク
シ
ー
業
界
団
体
が
無

運
転
手
の
運
転
は
違
法

と
訴
え
、
裁
判
で
勝

っ
た
の
だ
。

ウ
ー
バ
ー
は
上
告
、
そ
の
間

営
業
は
続
け
る
と
い
う
。
業
界

団
体
の
言
い
分
で
は
、
業
界
の

認
可
を
受
け
ず
保
険
に
加
入
し

な
い
低
賃
金
運
転
手
が
業
務
に

あ
た
る
ウ
ー
バ
ー
の
割
安
プ
ラ

ン

「
ポ
ッ
プ
」
は
、
消
費
者
に

害
が
及
び
か
ね
な
い
と
い
う
。

Ｉ
Ｆ
Ａ
で
は
各
社
が
今
年

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
家
電

が
つ
な
が

っ
た

「
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
」
の
機
能
を
訴
え
る
。
独
シ

ー
メ
ン
ス
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
カ
の

あ
る
会
社
は
、
洗
濯
機
や
調
理

器
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

ス

マ
ホ

で

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で

き
、
便
利
に
な
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
わ
せ

た
よ
う
な
判
決
は
皮
肉
と
い
え

る
。
し
か
も
近
年
の
ベ
ル
リ
ン

は

「
ロ
ン
ド
ン
と
並
ぶ
欧
州
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
聖
地
」
と
も

呼
ば
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
市
は
判

決
に
先
ん
じ
て
ウ
ー
バ
ー
禁
止

を
決
め
て
お
り
、
新
規
事
業
の

芽
を
摘
む
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
対

応
に
批
判
的
な
報
道
も
多
い
。

ド
イ
ツ
で
は
昨
年
末
発
足
の

大
連
立
政
権
で
最
低
賃
金
導
入

が
決
ま

っ
た
。
飲
食
店
な
ど
の

低
賃
金
が
問
題
視
さ
れ
た
の
が

背
景
に
あ
る
。

一
方
、
政
権
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
生
ま
れ
に

く
い
風
土
を
変
え
よ
う
と
も
す

る
。
ウ
ー
バ
ー
規
制
は
ジ
レ
ン

マ
だ
。
ス
マ
ホ
で
操
作
さ
れ
る

の
は
家
電
ま
で
か
、
人
間
も
対

象
に
な
る
の
か
。
哲
学
的
な
間

い
を
好
む
ド
イ
ツ
の
Ｉ
Ｆ
Ａ
で

考
え
る
興
味
深
い
テ
ー
マ
だ
。

（ベ
ル
リ
ン
＝
加
藤
貴
行
）

券彰′ム〕こlrttltフ に、出アプリ刀rメ 11ヽ「ttt 6刀国

からの入国を禁止する。対象となるのはギ
ニアとリベリア、シエラレオネで、自国民

を除く。 8月 中旬の閣議で入国禁止措置が

決定し、アーロン・ モツォアレディ保健相

が措置の内容を発表した。 (WWW.jetro.go
.jp/biZnews/540696ae274e8)

www.bushesswire.com/

▼米エタノール生産大手のアベンティン・ リ
ニューアブル・ エナジー、1320万円レをかけ

同イリノイ州にある70年使った石炭ボイラ

ーのエタノールプラントを天然ガスボイラ

ーのものに更新 (WWW.aVentinereiocom)

▼米フォー ド・ モーター、セダン「フュージ

ョン」と多目的スポーツ車 (SUV)「 エ
スケープ」の同国での販売台数が 8月 とし

て最高を記録 (WWW.fOrd.com)
▼イタリアの医療機器メーカーのソーリン、

欧州連合 (EU)の安全規格の適合表示「 C
Eマーク」を 7月 に取得した、耐久性に優
れた人工心臓弁を使った最初の移植手術が

オース トリアで成功と発表 (WWWoSOrin.co
m)

▼米不動産投資ロウ・ エンタープライジズ 。

インベスターズ、ジョージア州ア トランタ

のマンションを所有・運営するため同 トラ

イブ リッジ・ レジデンシャルと合弁会社を

設立 (WWW.Lowelnvestors.com)
▼航空サービスを手掛ける米エリクソン、同
ロサンゼルス市にヘリコプターでの空中消

火サービスを提供する契約を更新 (WWW.e
ricksonaviation,com)

▼投資会社の米カスタネアパー トナーズ、同

高級家具マッケンジーチャイルズとジェイ

ス トロングウオーターの管理会社である同

オーロラブランズに出資 (WWW.Castaneap
artners,com)

▼米ハイアット・ホテルズ・ コーポレーショ

ン、2017年 にブラジルヘ進出してフォス

ドイグアス市にホテル開業 (WWW.hyatt,c
Om)    、

■ ■アフリカのサハラ砂漠以南

(サブサハラ)諸国の政治 。経
済の中心である南アフリカは、

周辺国へのビジネス展開の拠点

候補地として関心を集めます。

しかし南アビジネスには課題も

多く、頻発するス トライキは代

表例です。昨年は主要産業の 1
つの自動車業界に20億円レ(約 20

80億円)の損失を与えました。

日本では、管理職も含めたオフィ
スワーカーが総出でス トを乗り切る
こともあります。しかしアパル トヘ

南ア、意思疎通でスト抑制
激 しい南 アのス ト

2014年
O収東まで 5カ 月間を要 した鉱山業界
のス トは、金属や 自動車など約 22万
人の労働者が参加する事態 に発展
日系企業も含む一部企業では一時生
産停上に追 い込 まれる

2013年
O主要 自動車メ =カ ーで、 2カ月間に
及応ミス トに 3万人が参加
4万5000台規模の 自動車生産に影響
し、損失額は 20億ドル

2012年
Oプラチナ鉱山のマ リカナ鉱 山で違法
ス トが発生
鉱 山で警 察 に よ る発 砲 で 34人が 死
亡、ほかの業界にも波及

Ｅ

Ｌ

日本総合研究所 総合研究部 F弓 研究員 増 田 の ぞ み 氏

イ ト (人種隔離政策)の名残がある
南アでは、オフィスワーカーと工場

労働者を隔てる階級意識が残り、緊

急時でもオフィスワーカーに現場労

働をさせにくいのが実情です。

以前ス トに悩まされた日系企業A
社は最近、ス ト時にも出荷が滞りま

せん。顧客に迷惑をかけないことの

重要性と、場合によっては自ら出荷

作業までする必要があることを普段

からオフィスワーカーに説明、協力

を得られるようになったからです。

同社の日本人社長 B氏は、経営層
と社員の対立構造などに根本的な問

題があると考えました。率先して社

員の名前を覚え、頻繁に現場に赴い

て会話を交わしました。経営層と接

することのなかった社員は丁寧に扱
われることに驚き、経営層を信頼す

るようになったといいます。

信頼関係は、ス トそのものにも良
い影響を与えています。南アのス ト

は業種別の労働組合が主導するた

め、会社別には回避が困難です。し

かしA社の社員は暴力行為を控え、
期間を短縮するようになりました。

中長期的なス ト被害の低減には、

普段からの意思疎通や信頼関係の構

築が大きな効果をもたらすことに留

意する必要があります。
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